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別記様式(第５条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  令和８年福津市教育委員会第１回定例会 

開 催 日 時 
午前 ９時３０分から 

 令和８年１月２８日（水） 
午前１０時 ５分まで 

開 催 場 所  福津市立図書館 ２階研修室１ 

委 員 名 

(1) 出席委員 薄教育長、農﨑委員、田中委員、 

     村井委員、森委員 

(2) 欠席委員 なし 

所 管 課 職 員 職 氏 名 

宮原教育部長、佐々木教育総務課長、志賀新設小学校

準備室長、石井学校教育課長、芹野郷育推進課長、長

友図書館長、芹野文化財課長、鵜口主幹兼指導主事、

内兼久総務企画係長、古沢主事 

会

議 

議 題 

(内 容) 

・日程第  １  開会の宣言 

・日程第  ２  会議録署名委員の指名について 

・日程第  ３  報告第１号 令和８年第１回福津市議

会臨時会への上程議案のうち教育予

算（令和７年度福津市一般会計補正

予算（第６号））に係る意見の申出

について臨時代理した件の承認につ

いて 

・日程第  ４  議案第１号 福津市立学校通学区域審

議会委員の委嘱について 

・日程第  ５  議案第２号 福津市立学校の通学区域

の運用に係る諮問について 

・日程第  ６  諸報告 

・福津市の図書館評価（令和６年度

版）について 

・教育委員会スケジュールについて 

・日程第  ７  閉会の宣言 

公開・非公開の

別 
■公開  □非公開  □一部公開 

非 公 開 の 理 由  

傍 聴 者 の 数 ０名 
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資 料 の 名 称  

会 議 録 の 作 成 方 針 

□録音テープを使用した全文記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

会 議 録 署 名 委 員 
薄教育長 

村井委員 

そ の 他 の 必 要 事 項  

審議内容 (発言者、発言内容、審議経過、結論等) 

薄教育長：本日は、傍聴の方はいないため、このまま議事を進める。 

 

日程第１ 開会の宣言 

薄教育長：構成委員５名のうち、ただいまの出席数は５名で、定足数に達

し、委員会は成立するため、令和８年福津市教育委員会第１回

定例会を開会する。直ちに会議を開く。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり。 

 

日程第２ 会議録署名委員の指名について 

薄教育長：福津市教育委員会会議規則第１７条の規定に基づき、会議録は

薄と村井委員で確認、署名することとする。 

 

日程第３ 報告第１号 令和８年第１回福津市議会臨時会への上程議案のうち

教育予算（令和７年度福津市一般会計補正予算（第６号））に係る

意見の申出について臨時代理した件の承認について 

  薄教育長：事務局に説明を求める。 

（宮原部長が報告第１号、令和８年第１回福津市議会臨時会への上程議案

のうち教育予算（令和７年度福津市一般会計補正予算（第６号））に係

る意見の申出について臨時代理した件の承認について、会議資料を用い

て説明） 

（学校教育課から内容について、別紙を用いて説明） 

  薄教育長：本案に対する質疑を受ける。   

無いようなので、質疑を終結する。 

これより、報告第１号を採決する。 

報告第１号は、原案のとおり承認することに賛成の方は、挙手

願う。 

（賛成多数） 

賛成多数である。よって、日程第３、報告第１号、令和８年第
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１回福津市議会臨時会への上程議案のうち教育予算（令和７年

度福津市一般会計補正予算（第６号））に係る意見の申出につ

いて臨時代理した件の承認については、原案のとおり承認され

た。 

 

日程第４ 議案第１号 福津市立学校通学区域審議会委員の委嘱について 

薄教育長：事務局に説明を求める。 

（佐々木課長が議案第１号、福津市立学校通学区域審議会委員の委嘱につ

いて、会議資料を用いて説明） 

  薄教育長：本案に対する質疑を受ける。  

無いようなので、質疑を終結する。 

これより、議案第１号を採決する。 

議案第１号は、原案のとおり可決することに賛成の方は、挙手

願う。 

（賛成多数） 

賛成多数である。よって、日程第４、議案第１号、福津市立学

校通学区域審議会委員の委嘱については、原案のとおり可決さ

れた。 

 

日程第５ 議案第２号 福津市立学校の通学区域の運用に係る諮問について 

薄教育長：事務局に説明を求める。 

（佐々木課長が議案第２号、福津市立学校の通学区域の運用に係る諮問に

ついて、会議資料を用いて説明） 

  薄教育長：本案に対する質疑を受ける。  

無いようなので、質疑を終結する。 

これより、議案第２号を採決する。 

議案第２号は、原案のとおり可決することに賛成の方は、挙手

願う。 

（賛成多数） 

賛成多数である。よって、日程第５、議案第２号、福津市立学

校の通学区域の運用に係る諮問については、原案のとおり可決

された。 

 

日程第６ 諸報告 

薄教育長：福津市の図書館評価（令和６年度版）について。 

（長友館長が福津市の図書館評価（令和６年度版）について、別紙を用い

て説明） 

村井委員：時間にゆとりができたこともあり、図書館をよく活用してい

る。 

駐車場に停めるところがないほど、多くの方が利用しており、

また、中に入ると多くの高年齢の方が利用されている。 

本を見ると、かなり古くなっていることを感じる。 

デジタル化により、紙媒体の書籍がなかなか売れないとよくテ
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レビでも出てくるが、個人的には紙の書籍を好んでいる。 

これは意見であるが、本を１ページ１ページ開いていくと、シ

ミがあったり、ほころびがあったりするので、多くの方に利用

されているからこそ、予算を取り、本を充実させていってほし

いと考える。 

 

薄教育長：教育委員会スケジュールについて。 

（内兼久係長が教育委員会スケジュールについて、会議資料を用いて説

明） 

田中委員：２月に部活動地域指導者研修に係る協定締結式とあるが、これ

はどういうものか。 

芹野課長：今回、部活動地域指導者に資格を取得してもらう制度を作り、

協定は、それに対する支援のようなものとなる。 

日本スポーツ協会の資格を取得することで、指導の質の向上を

図るため、日本スポーツ協会、福岡県、福岡県スポーツ協会と

福津市の４者で協定を締結する。 

また、学校の教員についても地域指導で教える場合、資格が必

要となる。 

そこで２月１日に、日本スポーツ協会、福岡県、福岡県スポー

ツ協会と福津市の４者で、連携してその制度に取り組んでいこ

うという状況である。 

田中委員：それは審議会の答申など福津市の方針の中で、指導者を育てて

いくこととなり、それを市だけでなく、他機関、専門機関と一

緒に指導者を育てていき、これから実際に、資格をとるための

研修会が開かれるときに支援していくということでの協定の締

結ということか。 

芹野課長：はい。令和６年度に策定された中学生スポーツ・文化芸術活動

推進計画に基づき、資格を取得してもらう方針となっている。 

田中委員：実際に動き出すのは、いつか。 

芹野課長：すでに動いている状況である。 

 

日程第７ 閉会宣言 

  薄教育長：以上で本日予定していた議事日程は全て終了した。 

これで令和８年福津市教育委員会第１回定例会を閉会する。 

 


